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鎌倉市議会議員久坂くにえ                

www.kkusaka.net  

久坂
く さ か

くにえ通信 
 

昭和 48 年 2 月生まれ O 型 聖心女子大学文学部英文学科卒業 教育こどもみらい委員会副委員長 

広報委員会所属 かがやく鎌倉を創る会所属 元関東若手市議会議員の会神奈川ブロック会長  

            

 

■臨時議会報告～鎌倉市議会議員定数・改正条例を可決～ 

〇「議員はもっと少なくてもいいんじゃないの？」 

 よく頂く指摘です。議員・議会活動の見えにくさ、わかりづらさがこん

な議員不要論につながっていることは間違いありません。 

 〇それならば、議会議員が今すべきことは何か 

 一気呵成には進まない地方分権ですが、今後も間違いなく地方議会・議

員が行政の監視能力と政策提案能力を高めていくことは必須です。 

 でなければ、市民の代表として選んでいただきながら、上記のように議

会・議員不要論がおさまることはないでしょう。 

 例えば、今任期で創り上げた、議会提案条例の「自転車の安全利用を促

進する条例」は市議会超党派で政策を作り上げた結果です。 

議会での議論や調査を積み重ね、こうした条例などの具体的な形にして

いく必要があります。それこそが求められている議会改革だと考えます。 

しかし、こうした政策提案を矢継ぎ早に結実させるには、現在の議会の

人的・予算体制は厳しい状況です。 

〇だから、定数削減。そしてその提案理由 

 改正条例を提案した私たち提案会派は、今回の議員定数 2名減の条例に 2

つ提案の理由を付しました。 

理由１）議会調査能力の向上：議員 2名の削減分約 1700 万円を、たとえ

ば法律に詳しい議会事務局の職員の配置や公聴会を実施するなど議会の調

査能力の向上に使う。 

理由２）行財政改革：上記の余剰分を予算の削減として行財政改革に資

する。 

〇「そして誰もいなくなった」、は可能なのか 

 単純に議員を減らす議論だけなら、冒頭の議会・議員不要論に立ち返り、

全員議員をなくしてしまうのは可能なのでしょうか？ 

議員の代わりに直接市民皆が全員で市の決定事項を確認し、行政の監視

を行う・・・自治体のサイズによっては難しい問題です。 

議会能力向上のために議員定数の削減を行うという今回の理由は、次期

鎌倉市議会は本当にそれを行うことができるのか、シビアに問われること

となり、単純に削減を行うより、より大きな責任を伴うと考え行動します！ 

。 

 

鎌倉市議会議員は 28 から 26 名へ 

 

 



 2 

 

 

           久坂くにえを応援してくださる方  

この通信の配布などお手伝いくださる方 

サポーターを随時募集しています。 

お気軽にご連絡ください！お待ちしています 

 

久坂くにえサポーターズクラブ  

〒247-0056 鎌倉市大船 2-10-25-302   

TEL/FAX 0467-47-1905 メール:mail@kkusaka.net  

HP：http://www.kkusaka.net 

ご自宅周りを５枚でも 10 枚で

もポスティングして下さる方を

募集しています！ 

■成人の皆さんおめでとうございます！ 

 大雪となった 1月 14 日の成人のつどいの

日でしたが、鎌倉市では 1313 人の皆さんが

成人となりました。つどいは大船・芸術館

で開催され、多くの方が参加していました。  

皆さんの社会の一員としての仲間入りを

嬉しく思います。 

また保護者の皆様にもお祝いを申し上げ

ます。新成人の皆さ 

んも一緒に、よりよ 

い鎌倉を創っていき 

ましょう！皆さんの 

前途に幸多かれとお 

祈りします。 

（雪の芸術館前→） 

■ASIAN ASING SUMMIT 2012 に参加 

県下でも高齢化の進む鎌倉ですが、一方、経験豊かな方々の宝庫の街という考え方もありま

す。 

 先日参加した日経 BP 社の主催する ASIAN ASING SUMMIT2012 では、やはり一昔前の高齢者と

現在の高齢者の方では身体能力等全く違うことを各パネリストの方々が指摘していました。 

 こういった方々に地域での活躍の場をつくり、多世代交流の要となってもらう。そしてご自

身の健康にも資する活動を行っていただく、など今後の鎌倉のまちづくりにとって必須な要素

が満載のサミットでした。今後の活動に役立ててまいります。 

 

 ■かまくら第一こども会館・子どもの家 

 1月上旬に鎌倉体育館の敷地内にかまくら第

一子ども会館・子どもの家がオープン。 

地域の方等様々な方にご協力いただいての完

成です。中には、ボールプールや、屋上の遊び

場所など設置され、魅力的な施設となっていま   

す。ちなみに市内の子どもの家・子ども会館は

子どもの家の利用者以外の方でも自由に遊ぶ

ことができます。身近な遊び場としてぜひ利用    

してみてください。 

           また公園などこども

の         の遊び場が少ないとい

われる       われる鎌倉。今後も増や

すこと       すことを目指していき    

ます！ 

 

 

 

■ご覧ください！WWW.KKUSAKA.NET 

 現在までに行った一般質問項目や、日常活動の内容を HP に掲載しています。また市議会定

例会後に定期的に開催している、市政報告会・かまくらミーティングのお知らせなどもトップ

ページに掲載しています。ぜひご覧ください。 


